
２．平成28年度 特別展

特別展「日本近代洋画の巨匠 和田英作展」

（同時開催／小磯良平作品選Ⅱ 特集：働く人びと）

会期：平成28年8月13日（土）～10月10日（月・祝）〔62日間〕

黒田清輝や藤島武二と並び日本近代洋画の巨匠として知られる和田英作（1874-1959）
の70年に渡る画業を紹介する回顧展。画業初期の作品をはじめ、和田が得意とした肖像
が、日本の歴に題材を採った大作から、終生描き続けた富士や薔薇などの油彩画、素描
や下絵を含めた約80点を展示し、ひとすじに日本人の油絵を追求した姿を明らかにした。

〈Ａ４チラシ〉

会場：展示室２、３

主 催／神戸市立小磯記念美術館、神戸新聞社
後 援／NHK神戸放送局、神戸新交通株式会社、サンテレビジョン、ラジオ関西
特別協力／公益財団法人日動美術財団

記念講演会／「和田英作の芸術～日本的洋画の一典型として～」
日時：8月20日（土） 午後2時～
講師：山西健夫氏（鹿児島市立美術館 館長）

関連講座／「和田英作が目指したひとすじの道―日本の“歴史”を描く―」
日時：9月4日（日） 午後2時～
講師：高橋佳苗（小磯記念美術館 学芸員）

〈Ｂ３ポスター〉

〈図録〉
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〈出品目録〉
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特別展「描かれた花々―小磯良平の植物画を中心に―」

（同時開催／小磯良平作品選Ⅱ―油彩―）

会期：平成28年10月15日（土）～12月11日（日）〔50日間〕

小磯良平が描いた植物画を中心に、花々や植物にまつわる絵画作品を紹介したテーマ
型の展覧会。小磯が武田薬品工業株式会社の機関誌『武田薬報』の表紙として描いた薬
用植物画を、所蔵者である同社の特別協力をもって出品し、あわせて牧野富太郎などの
学者が描いた植物画を展示することで、画家と植物学者のモチーフに対するそれぞれの
捉え方の違いを紹介した。また小磯や神戸にゆかりのある画家たちの花や植物に関わる
作品をテーマごとに展示し、花々をめぐる様々な視点や表現の違いにも着目した。

〈Ａ４チラシ〉

会場：展示室２、３

主 催／神戸市立小磯記念美術館、神戸新聞社
後 援／NHK神戸放送局、神戸新交通株式会社、サンテレビジョン、ラジオ関西
協 賛／一般財団法人みなと銀行文化振興財団
特別協力／武田薬品工業株式会社、高知県牧野植物園

記念講演会／「牧野式植物図～植物分類学者が描く植物の世界～」
日時：11月3日（木・祝） 午後2時～
講師：村上有美氏（高知県立牧野植物園 牧野文庫司書）

関連講座／「小磯良平と薬用植物画」
日時：10月23日（日） 午後2時～
講師：廣田生馬（小磯記念美術館 学芸担当係長）

〈Ｂ３ポスター〉

〈解説付出品目録〉
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〈出品目録〉
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〈出品目録〉
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特別展「パリに生きる パリを描く

―Ｍ氏秘蔵コレクションによる―」

（同時開催／小磯良平作品選Ⅳ―油彩―）

会期：平成28年12月17日（土）～平成29年2月19日（日）〔51日間〕

関西在住の個人コレクターが「パリを描いた日本人画家」をテーマに収集したコレク
ションを紹介する展覧会。笠岡市立竹喬美術館、稲沢市荻須記念美術館、当館の3館によ
る共同企画による。エコール・ド・パリを代表する藤田嗣治をはじめ、児島虎次郎、梅
原龍三郎、安井曾太郎、小野竹喬、佐伯祐三、荻須高徳、小磯良平など、パリに憧れ、
パリに渡った洋画家たちの足跡と果たした役割を検証した。

〈Ａ４チラシ〉

会場：展示室２、３

主 催／神戸市立小磯記念美術館、笠岡市竹喬美術館、稲沢市荻須記念美術館、神戸新聞社
後 援／NHK神戸放送局、神戸新交通株式会社、サンテレビジョン、ラジオ関西
助 成／一般財団法人 地域創造

関連講座／「小磯良平、荻須高徳とフランス」
日時：1月9日（月・祝） 午後2時～
講師：廣田生馬（小磯記念美術館 学芸担当係長）

関連講座／「1920年代のパリ・モンパルナス」
日時：2月5日（日） 午後2時～
講師：高橋佳苗（小磯記念美術館 学芸員）

〈Ｂ３ポスター〉

〈図録〉
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〈出品目録〉
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